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＜連絡事項＞
・電子カルテのユーザーパスワードは、3ヶ月毎に変更をお願い致します。パスワード変更については、添付ファイルを確認してください。

＜患者様連絡事項＞
・藤井　孝蔵様～嘔気の訴え継続しており、エンシュアリキッドの拒否もあります。点滴が同内容で8/24まで継続処方となっています。
・袴田　将志様～11：00、他者への粗暴行為あり。主治医診察し、粗暴行為に及ぶ恐れがある為、主治医指示にて、14：30終日隔離開始となる。
・鈴木　徳美様～ピコスルファートＮａ内用液　1本処方となる。
・佐藤　せつ様～本日昼～食事再開となっている。食事形態はトロミ食でむせ込みはないが、摂取量が少なく、形態に不満様の発言がある。主治医来棟し、本日夕より朝：絶食 − 主食なし・エプリッチ（1/2本）昼：絶食 − 主食なし・エプリッチ（1/2本）夕：絶食 − 主食なし・エプリッチ（1/2本）となっている。
・奥瀬　啓道様～臨時薬が8/22より処方となっているが、重複している為、23日より開始の指示を受けている。
・上田　恭子様～家族面談実施。入院後も食事量は安定せず、ほとんど食べない日もときどきみられている事を主治医より説明。食事がほとんどとれなくなった際の延命について、胃ろう、経鼻経管栄養などの積極的な処置は希望されず、最低限の補液のみを希望されている。

 ＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察を実施している。自室ベッドに臥床し過ごされている。自傷行為等の問題行動はない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・沖田　康夫様～両手身体拘束中。指示にて10～11時、14～15時の拘束解除行っている。拘束部位の循環障害・神経障害はない。オムツ外しみられているが、ケアに対する拒否はない。バイタル異常もなし。食事は全量摂取、循環障害もなし。足趾間皮膚めくれているが様子観察していく。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・鹿原　良三様～体幹のみ身体拘束中。介助、ケアに対する拒否的な粗暴動作や大声あり。対面時は時折的を得た返答聞かれる。入浴もされている。拘束部位の循環障害や皮膚障害はない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～体幹・両上肢拘束中。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。コンサータに関する訴えあるが、本人希望にて不安時継続指示ジアゼパム(5)1T服用。内服後は過度な訴えは無く対応も穏やか。自室で過ごすか時折他者交流見られている。食事摂取できている。
＜要注目患者様情報＞
・袴田　将志様～深夜帯から多飲水、眼光の鋭さ見られ詰所前に居た患者様に対し突然後ろから左こめかみ周辺を殴る粗暴行為あり。介入にも了解不良で事実とは違う内容の話をする。主治医へ粗暴行為あった経過報告し、レボトミン25mg　1A筋注指示あり。施行している。14：30粗暴行為が及ぶ恐れがある為、主治医指示にて終日隔離開始となる。
・飯岡　未来様～深夜帯では、自室で臥床されていたが、ホールに出て来られ、舞踏様の行動を繰り返している。介入にて自室へ戻り休まれている。落ち着かず、スタッフの手を急に引っ張ったりしている。食事は、各食1/2摂取。成田富士子様に話を聞いてもらっている。
・和田　昌様～11：00詰所前にて大声をあげている。突然他患者様（M・H様）より左こめかみ周辺を殴られる事あり。一時的に大声を上げるが報復行為や大声が持続する事は無い。その後は女性患者への付きまといあり介入している。
・木村　格治様～同室者に怒っている事があるが、スタッフ対面時は穏やかに返答している。拒食、拒薬はなく腹部症状の訴えはなし
・中村　真理子様～訴えの頻回さあるが妄想的な言動はない。問題行動は無いが独語聞かれている。感情失禁したり落ち着かなかったりはあるが情動的には落ち着いている。食事もとれている。
・小田　沙也加様～朝食は腹痛・嘔気等の不調訴え、牛乳のみ摂取。バイタル異常無し。スタッフが他者の朝食後薬の対応中にホール床に蜘蛛がいると本人より訴えあり、特に害は無い為、放っておくように説明するが、突然不機嫌さ見られ、時に大声でスタッフや他者へ暴言を浴びせる等の言動あり、又、荷物をまとめた状態で持ち歩き、ホール内をウロウロする等落ち着きの無さあり。昼は食事もとれ、他者との交流は見られている。
・杉若　シズヱ様～バイタル異常・酸素飽和度低下無し。点滴トラブル無く施行。食事は各食数口の摂取で終了。介助時には一時的に筋緊張あるが、拒否・抵抗は無い。
・下野　和生様～バイタル異常・酸素飽和度低下無し。痰鳴あり、都度吸引施行し黄白色粘稠痰除去している。点滴トラブル無く施行。介助時には一時的に筋緊張あるが、拒否・抵抗は無い。食事はむせ込み見られている。
・佐藤　セツ様～昨日準夜帯より37℃台の発熱あり、クーリング・掛け物調整にて対応。本日日勤帯バイタル異常・酸素飽和度低下無し。点滴トラブル無く施行。昼より食事再開し1/4摂取。
・藤井　孝蔵様～嘔気訴え、数日前より嘔気訴え、一昨日・昨日はエンシュアリキッドHを飲用拒否し各食不食。昨日より37～38℃台の発熱あり、クーリング・掛け物調整で対応していた。又、主治医より点滴処方・施行指示あり、実施。本日日勤帯では解熱しているが、嘔気は続き、朝・昼ともにエンシュアリキッドHは拒否・不食。水分は取れており内服も拒否なし。
　　　　　　　　
＜措置入院患者様情報＞
・藤井　崇史様～妄想に関連した発言なく穏やかであり、問題行動も見られない。不穏さや他者トラブル無し。
・村山　吾朗様～8/21面会キャンセルになっている。八戸市保健所　加藤氏より連絡あり。署内でも話し合った結果、措置解除後に湊病院に転医の予定しているのであれば、本日の面会はキャンセルとし、やはり転医した後に本人との面会やサービス調整にも参加していきたいとの希望聞かれている。
現時点で転医は確定事項ではなく、これから家族や本人に提示していく予定の段階である為、現在の状態についても様子を確認して頂いた方がよいと思われることを伝えている。現在の状態については、精神状態としてはかなり落ち着いており疎通も良好。環境の変化や入院前に妄想等の対象となっていた兄様達と話した際にの反応についてはまだ、その様な場面になっていないため評価は出来ていないことも伝えている。9/3主治医面談を設定していく予定の為、保健所の方も入って頂けるように検討中。

・井畑　芳則様～余暇は、ホールにて過ごされており、他者交流見られている。妄想発言や不穏さは無く、対応も落ち着いている。8/31措置解除の為の面談を実施していく予定。西病棟への移動を検討していく。

